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県
民
病
と
い
わ
れ
幾
久
し
い「
脳
卒
中
」
で
す
が
、
一
時
期
改
善
傾
向
に
あ
っ
た
死

亡
率
が
県
人
口
の
高
齢
化
に
伴
っ
て
１
位
に
返
り
咲
い
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
ア
テ
ロ
ー

ム
血
栓
性
脳
梗
塞
で
は
必
然
の「
動
脈
硬
化
」
に
つ
い
て
お
は
な
し
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
脳
梗
塞
の
診
断
と
治
療
の
概
要
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

閉
塞
・
や
高
度
狭
窄
が
あ
る
も
の
の
、

「
普
段
は
症
状
が
で
な
い
程
度
の
脳
血

流

が
残

っ
て
い
る
状

態(m
isery 

perfusion)

」
が
あ
る
場
合
で
、
血
圧
が

低
下
し
た
り
、
脱
水
や
貧
血
、
低
酸

素
血
症
が
生
じ
た
時
に
、
血
液
が
届

き
に
く
い
部
分
が
虚
血
や
梗
塞
に
陥

る
病
態
で
す
。
同
じ
症
状
のT

IA

の
既

往
が
あ
る
場
合
が
多
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。  

 

◆
ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
脳
梗
塞
の

診
断 

 
 

ア
．
脳
の
状
態
の
検
査 

・CT
 

・MR
 な

ど 

イ
．
脳
血
管
系
の
検
査 

超
音
波
検
査
（血
管
エ
コ
ー
） 

・M
R

ア
ン
ギ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー

（MR
A

） 

 

歯
科
医
師 

 

東
海
林 

 

克 
  

◇
脳
卒
中
と
は 

 

③ 

ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
脳
梗
塞 

（

A
th

ero
sclero

tic 
cereb

ral 

in
farctio

n

：AT
C

I

） 

 
 

◆
発
症
機
序 

 

ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
脳
梗
塞
は
、「
血

栓
性
（
け
っ
せ
ん
せ
い
）
」、「
塞
栓
性
（
そ

く
せ
ん
せ
い
）
」
、
｛
血
行
力
学
性
（
け
っ

こ
う
り
き
が
く
せ
い
）
｝
の
い
ず
れ
の
機

序
で
も
発
症
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。 ア

．
血
栓
性 

th
ro

m
b
o
tic 

動
脈
硬
化
性
病
変
が
進
行
す
る
こ

と
で
、
血
管
腔
の
狭
窄
度
が
徐
々
に
進

行
し
、
最
終
的
に
血
栓
に
よ
り
閉
塞
す

る
病
態
で
す
。
プ
ラ
ー
ク
表
面
の「
繊

維
性
被
膜
（
せ
ん
い
せ
い
ひ
ま
く
）
」
が

な
か
っ
た
り
、
あ
っ
て
も
非
常
に
薄
い 

 

と
歯
科
治
療
⑦ 

場

合

に
は
プ
ラ
ー

ク
が
「

破

裂 

R
u
p
tu

re

」
し
や
す
く
、
こ
の
よ
う
な
プ

ラ
ー
ク
を「
不
安
定
プ
ラ
ー
ク
」
と
い
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な「
不
安
定
プ
ラ
ー

ク
」
の
破
綻
に
よ
っ
て
急
性
閉
塞
を
き

た
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

イ
．
塞
栓
性 

em
b
o
lic 

「
塞
栓
（
そ
く
せ
ん
）
」
が
、
心
臓
あ

る
い
は
心
臓
に
近
い
側
で
あ
る「
近
位

部
（
き
ん
い
ぶ
）
」
で
形
成
さ
れ
て
、
血

圧
の
変
化
な
ど
の
刺
激
に
よ
っ
て
そ
の

一
部
あ
る
い
は
全
部
が
剥
が
れ
て「
塞

栓
子
（
そ
く
せ
ん
し
）
」
と
な
っ
て
、「
遠

位
部
」
の
脳
動
脈
に
流
入
し
、
急
性
の

閉
塞
を
お
こ
し
て
い
る
病
態
で
す
。  

 
 

 

ウ
．
血
行
力
学
性 

H
em

odynam
ic 

 

梗
塞
を
起
こ
す
部
位
に
血
液
を
供

給
す
る
動
脈
の
心
臓
に
近
い
側
に 

・CT

ア
ン
ギ
オ
グ
レ
ア
フ
ィ
ー
（CT

A

） 

・
血
管
造
影
（
脳
ア
ン
ギ
オ
グ
ラ
フ
ィ

ー
） ・SP

E
C

T

（シ
ン
グ
ル
フ
ォ
ト
ンC

T

）） 

・PE
T

（ポ
ジ
ト
ロ
ンC

T

） 

な
ど 

ウ
．
血
液
の
検
査 

血
小
板
や
血
液
凝
固
線
溶
系
の
機
能

検
査 

 

プ
ロ
ト
ロ
ン
ビ
ン
時
間
：PT

 

・部
分
ト
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ス
チ
ン
時
間
：PT

T
 

 

国
際
標
準
化
比
：IN

R
 

な
ど 

ェ
．
そ
の
他
の
検
査 

全
身
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
採
血
、
検
尿
、
検
便
、
胸
部

X

線
検
査 

な
ど 

 

 

 
文献(3)より引用一部改編 

梗塞の発症機序 

 

 

アテローム血栓性脳梗塞の症例 

文献(5)より引用改編 

 

 



 

ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
脳
梗
塞
と
診
断
す
る

際
の
要
件
と
な
る
の
は
、
脳
の
状
態
の
検
査

で
ラ
ク
ナ
梗
塞
の
よ
う
に
限
局
性
の
皮
質
下

症
梗
塞
で
な
い
こ
と
、
脳
血
管
系
の
検
査

で
、
虚
血
病
巣
を
環
流
す
る
血
管
に

50

％

以
上
の
狭
窄
が
あ
る
こ
と
で
す
。 

 

◆
ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
脳
梗
塞
の
治
療 

 

ア
．
薬
物
療
法
、
イ
．
手
術
、
ウ
．
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。 

 

ア
．
薬
物
療
法 

・
抗
血
小
板
剤
（
注
射
薬
：
オ
ザ
グ
レ
ル
ナ

ト
リ
ウ
ム
、
内
服
薬
：
ア
ス
ピ
リ
ン
、
ク
ロ
ピ
ド

グ
レ
ル
、
シ
ロ
ス
タ
ゾ
ー
ル
な
ど
） 

活
性
化
さ
れ
た
血
小
板
が
血
管
壁
に
付

着
し
て
さ
ら
に
狭
窄
が
進
行
し
て
い
っ
た 

り
、
壁
に
付
着
し
た
血
小
板
が
剥
が
れ
て

血
流
に
の
っ
て
そ
の
先
に
あ
る
血
管
を
ふ
さ

い
で
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
、
こ
れ
を
防

ぎ
ま
す
。 

・
抗
凝
固
剤
（
注
射
薬
：
ア
ル
ガ
ト
ロ
バ
ン
） 

 

血
管
壁
表
面
が
不
整
な
と
こ
ろ
に
、
血

液
が
固
ま
り
を
作
ら
な
い
よ
う
に
す
る
も

の
で
す
。
脳
の
血
液
供
給
が
た
り
て
い
な
い

と
こ
ろ
の
組
織
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

 

・
血
栓
溶
解
薬
注
射
薬
：
ア
ル
テ
プ
ラ
ー

ゼ
、
ウ
ロ
キ
ナ
ー
ゼ
な
ど 

 

血
栓
も
し
く
は
塞
栓
を
直
接
溶
か
す
薬

剤
で
す
。
脳
梗
塞
発
症
３
時
間
以
内
に
治

療
可
能
な
患
者
に
対
し
て
の
使
用
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
が
、
脳
内
出
血
を
生
じ
る
危

険
性
も
高
い
こ
と
か
ら
十
分
な
説
明
と
、

患
者
の
同
意
が
必
要
と
の
あ
る
場
合
が
あ 

り
ま
す 

イ
．
手
術
・ 

血
管
吻
合
術
（バ
イ
パ
ス
手
術
） 

つ
ま
っ
た
脳
血
管
の
さ
ら
に
先
の
血

管
に
、
頭
皮
を
走
る
血
管
を
剥
が
し

て
つ
な
ぐ
手
術
で
す
。 

・頸
部
内
頚
動
脈
内
膜
剥
離
術 

頚
部
の
内
頸
動
脈
に
、
プ
ラ
ー
ク
が

形
成
さ
れ
狭
窄
が
あ
る
場
合
に
、
厚

く
な
っ
た
壁
（
内
膜
）
を
く
り
ぬ
く
手

術
で
す
（本
シ
リ
ー
ズ
④
裏
面
下
図
参

照
）。 ・頸

部
内
頚
動
脈
ス
テ
ン
ト
留
置
術 

頚
部
の
内
頸
動
脈
の
狭
窄
部
分
に

金
属
製
の
メ
ッ
シ
ュ
状
の
筒
を
留
置
し

て
、
血
管
の
内
腔
を
拡
げ
る
治
療
で

す
。
（
本
シ
リ
ー
ズ
④
裏
面
下
図
参

照
）。 

  

 

《
引
用
文
献
》 

（1）
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル 

進
化
す
る
脳
卒
中
診
療 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ 

（2）
阪
大
・
脳
循
環
グ
ル
ー
プ 

脳
卒
中
の
知
識
と
情
報 

脳
梗

塞
の
分
類 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（3） 
R

A
D

IO
G

R
A

P
H

IC
 

診
療
放
射
線
技
師
の
バ
イ
ブ
ル 

M
R

I

検
査 

脳
梗
塞 

第
４
弾 

ラ
ク
ナ
梗
塞
と
分
岐
粥
状
腫
型
梗
塞

（BA
D

）を
見
極
め
る 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（4）N
o
! 

梗
塞.net 

脳
梗
塞
の
診
断
方
法 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（5）
循
環
器
画
像
技
術
研
究
会
（
循
研
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（6）
山
本 

大
介 

ま
ず
は
こ
こ
か
ら
！ 

脳
梗
塞
の
臨
床
病
型

診
断
入
門 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（7）
㈱ 

ベ
ー
リ
ン
ガ
ー
イ
ン
ゲ
ン
ハ
イ
ム
社 

主
要
領
域
別
情
報 

血
栓
塞
栓
症 

疾
患
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（8）N
eu

ro
in

fo
 
J
apan

 

脳
神
経
外
科
疾
患
情
報
ペ
ー
ジ 

脳
梗

塞 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（9）
㈱ 

モ
リ
タ 

D
E
N

T
A

L
 
P

L
A

Z
A

 

ア
ー
カ
イ
ブ
血
液
サ
ラ

サ
ラ
系
の
お
薬
、
こ
う
イ
メ
ー
ジ
す
れ
ば
理
解
し
や
す
い! 

ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ 

（10）
看
護R

O
O

！ 

現
場
で
使
え
る
看
護
知
識 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（11）W
E
B

 
24

7
 

備
忘
録 

血
液
凝
固
の
実
験 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ 

（12）P
u
re

 m
e
dic

al attitu
de

 

ど
う
し
て
血
液
は
固
ま
る
の
か
？

小
板
が
持
つ
機
能 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（13）
島
根
大
学
医
学
部 

脳
神
経
外
科
学
講
座 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

  

 

 

 

ヒトの体重のうち、60％は水です。 

体内にある水分は「体液（たいえき）  body fluid」とよ

ばれますが、そのうち、約３分の２が細胞の中（細胞内

液：さいぼうないえき intracellular fluid：ICF）にあり、約

３分の１が細胞の外（細胞外液：さいぼうがいえき 

extracellular fluid：ECF）にあります。さらにその一部が

血液にあります。 

 体液の液体成分を生理学では「血漿（けっしょう）

Blood plasma」といい、血液全体の約半分を占めていま

す。試験管に採取した血液を入れて、血液が固まらな

いような薬剤を加えて放置しておくと、「血球成分（けっ

きゅうせいぶん）Blood cell component」は重力に従っ

て、下の方に沈んで赤い色を呈します。「血球成分」の

内、99％は「赤血球（せっけっきゅう）」で、「白血球（はっ

けっきゅう）」と「血小板（けっしょうばん）」は、残りの１％

に過ぎません。 

「血漿成分」は、薄黄色い上澄みとなって、「血球成

分」と分離します（下図参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文献（10）より引用一部改編 

 

 

 

私たちの身体は怪我をすると出血します

が、出血した血は固まって出血は止まりま

す。 血が固まらず、出血が止まらなけれ

ば、体に必要な量の血液を維持できなくな

り大変なことになります。 

血液が固まることを「凝固（ぎょうこ）

coagulation」といいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

血小板が血栓を形成し、血小板により凝集

塊ができて出血部位が塞がれた状態を「一

次止血」。血漿中の凝固因子が作用して、

フィブリンを形成することによって一次止血

の補強を行う状態を「二次止血」といいま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

ヒトの血液について 

 

【血液凝固の概要】 

文献(11)より引用 一部改編 

“血液凝固”について 
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